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い
た
だ
き
」
の
誤
り
で
し
た
。
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わ
ひ
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
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皇太子殿下国分寺史跡公園と

塩田城跡をご視察
8月12日、軽井沢へ避暑においでの皇太子殿下が、信j良国分寺史
跡公園と塩田城跡を午後 1時から約3時間にわた ってこ視察されま
した。

殿下は大へん考古学にこ造けいが深く、炎天下の中、国分寺史跡

公園や塩田城跡の発掘作業、出土品などを興味深 くこ官になられま

した。

塩田城跡では、黒坂周平発掘調査団長の案内で、ご侃察され「こ

れは鎌倉期のものですか」などとご質問されたり、 発制作業をする

学生や調査員にお声をかけられその労をねぎら ってお られました。

また、前山寺では、石井市長や発掘調査を行っている学生、調査員

と前山寺名物のおはぎを召しあがりながら発掘状況主と についてこ

懇談されました。

説
明
を
受
け
ら
れ
る
皇
太
子
殿
下
(右

hv
懇
談
さ
れ
る
皇
太
子
殿
下

(
左
側
手
前
か
ら
三
人
目
)

と
石
井
市
長
(
右
側

一
番
奥
)

黒
坂
団
長
(
そ
の
手
前
)
と

学
生
、
調
査
員
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大
き
な
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差
う
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駅
の
有
無

つ-~726号 (忠晴;2aii朝一一広報

北
陸
新
幹
線
の
上
田
駅
設
置
の
実
現
を
目
途
に
、
誘
置
対
策
本
部
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ

l
ム
や
各
誘
致
対
策
委
員
会
な
ど
が
、
上
越
新
幹
線
の
視
察
や
、
運

輸
省
、
国
鉄
、
鉄
建
公
団
な
ど
へ
の
陳
情
な
ど
積
極
的
な
運
動
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
八
月
九
日
、
十
日
の
両
日
、
上
田
商
工
会
議
所
と
上
田
市
自
治
会
連
合

会
地
区
連
合
会
長
が
、
広
島
県
の
三
原
市
と
尾
道
市
を
視
察
し
ま
し
た
。
山
陽

新
幹
線
の
岡
山
、
広
島
問
で
は
福
山
、
三
原
、
尾
道
の
三
市
が
駅
誘
致
の
運
動

を
展
開
、
三
原
市
と
福
山
市
(
距
離
約
三
一

見
)
の
在
来
駅
に
新
幹
線
駅
が
併

設
さ
れ
、
交
通
の
要
所
、
経
済
圏
の
中
心
地
で
あ
っ
た
尾
道
市
は
在
来
駅
か
ら

一
・
八
肢
は
な
れ
た
と
こ
ろ
を
通
過
し
ま
し
た
。
新
幹
線
開
通
後
の
都
市
の
発

展
、
住
民
生
活
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
は
三
原
市
で
は
、
商
圏
の
拡
大
、
交
通
拠

点
都
市
へ
の
発
展
、
市
民
生
活
の
便
宜
性
の
向
上
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

一
方
、
尾
道
市
で
は
、
交
通
拠
点
都
市
の
性
格
を
失
い

、
観
光
、
高

圏
な
ど
で
も
大
き
な
ひ
ず
み
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
両
市
の
駅
の
有
無
の

状
況
を
良
く
比
較
し
て

い
た
だ
き
、
市
の
浮
沈
を
握
る
「
上
田
駅
」
実
現
の
た

め
積
極
的
な
誘
致
運
動
を
展
開
し
ま
し
ょ
う
。

幹
線
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
る

か
L

を
十
分
調
査
す
る
こ
と
が
先
決
問

題
で
ず
。
駅
誘
致
運
動
は
、
新
幹
線
は

尾
道
を
は
ず
し
て
走
る
こ
と
は
な
い
も

乗
降
客
が
増
加

交
通
拠
点
商
業
都
市

三
原
市
は
、
小
早
川
隆
景
が
永
禄
十

年
(一

五
六
五
年
)に
城
を
築
き
、
今
大

戦
の
戦
災
を
ま
ぬ
か
れ
た
た
め
、
古
い

城
下
町
の
形
態
か
残

っ
て
い
て
都
市
計

画
上
の
諸
問
題
の
ほ
か
港
湾
、
下
水
道

な
ど
大
き
な
立
ち
お
く
れ
を
見
せ
、
商

業
上
で
も
尾
道
市
に
依
存
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
を
新
し
い
都
市
造
り
に

よ
っ
て
改
造
し
よ
う
と
新
幹
線
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

四
十
三
年
か
ら
新
幹
線
に
対
す
る
可

能
性
や
将
来
の
展
望
な
ど
を
討
議
し
て

国
鉄
な
ど
に
熱
心
に
陳
情
を
繰
り
返
し

ま
し
た
。

』
F

尾
道
市
の
関
係
者
か
ら
新
幹
線
の

話
を
聞
く
視
察
団
一
行

の
と
甘
い
考
え
で
い
た
と
こ
ろ
、
実
施

計
画
が
発
表
に
な
っ
て
、
尾
道
に
止
ま

こ
の
結
果
、
国
鉄
側
の
考
、
え
て
い
た

駅
聞
の
距
離
と
在
来
駅
へ
の
併
設
が
市

の
取
り
組
み
と
一
致
し
た
こ
と
と
、
呉

線
の
分
岐
点
、
ま
た
、
重
要
港
湾
の
指

定
、
四
国
と
の
連
絡
基
地
と
な
り
得
る

可
能
性
な
ど
諸
々
の
判
断
か
ら
、
三
原

駅
の
決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

駅
設
置
以
来
、
乗
降
客
の
増
加
と
と

も
に
、

交
通
拠
点
都
市
、
商
業
都
市
と

し
て
の
港
湾
、
街
路
の
整
備
、
商
圏
の

拡
大
に
よ
る
商
業
機
能
の
充
実
を
図
る

な
ど
、
都
市
再
編
成
へ
の
都
市
計
画
事

業
の
実
現
を
具
体
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
圏
の
拡
大
と
市
民
生
活

の
便
宜
性
が
向
上
す
る
な
ど
市
民
生
活

の
う
え
で
も
良
い
面
が
目
だ
ち
、
新
幹

線
公
害
の
苦
情
は
、
国
鉄
技
術
陣
の
努

力
に
よ
り
種
々
の
改
良
が
行
わ
れ
、
今

ま
で
の
と
こ
ろ
、
騒
音
、
長
動
な
ど
に

つ
い
て
も
大
き
な
問
題
は
で
て
い
ま
せ

ん。

さ
び
れ
る

観
光
交
通
拠
点
都
市

尾
道
市
は
、

中
園
地
方
で
大
阪
、
下

関
そ
し
て
中
の
尾
道
と
歌
に
も
歌
わ
れ

る
程
、
良
い
港
に
め
ぐ
ま
れ
、
海
の
景

色
も
日
本
一
と
古
く
か
ら
交
通
の
拠
点

と
し
て
、
ま
た
、
観
光
尾
道
と
し
て
港

を
中
心
に
発
展
、
商
圏
も
大
き
く
機
能

も
充
実
し
て
お
り
、
新
幹
線
の
駅
が
で

き
れ
ば
、
さ
ら
に
大
き
な
発
展
が
望
ま

れ
る
と
し
て
、
新
幹
線
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

四
十
三
、
四
年
頃
か
ら
市
民
を
挙
げ

て
遠
く
は
、
四
国
か
ら
内
陸
ま
で
署
名

を
集
め
積
極
的
に
陳
情
を
行
い
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
尾
道
は
通
過
と
い
う

現
実
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ら
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
市
民
は
挙
げ

て
市
行
政
を
非
難
し
ま
し
た
。

|尾道市|

/
こ
の
結
果
、
今
ま
で
拠
点
だ

っ
た
四

国
へ
の
航
路
も
、
客
が
減
っ
て
減
便
す

る
。
船
、
港
湾
業
者
も
三
原
へ
移
り
、

連
絡
航
路
も
有
名
無
実
に
な

っ
て
行
き

ま
た
、
観
光
関
係
の
商
売
は
、
収
入
が

大
幅
に
減
少
す
る
な
ど
、
今
後
、
ま
す

ま
す
幅
広
く
、
奥
深
く
都
市
の
発
展
、

住
民
生
活
な
ど
へ
の
影
響
が
で
る
だ
ろ

う
と
い
う
心
配
が
市
民
の
心
に
大
き
く

刻
ま
れ
「
新
幹
線
が
止
ま
ら
な
い
と
い

か
に
不
自
由
す
る
か
は
、
尾
道
に
住
ま

な
い
と
わ
か
ら
な
い

」
と
ま
で
言
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
上
回
市
め
皆
さ
ん
も
「
新
幹

線
の
駅
が
ほ
し
い
と
い
う
よ
り
も
、
新
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圏
な
ど
で
も
大
き
な
ひ
ず
み
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
両
市
の
駅
の
有
無
の

状
況
を
良
く
比
較
し
て
い
た
だ
き
、
市
の
浮
沈
を
握
る

「
上
田
駅
」
実
現
の
た

め
積
極
的
な
誘
致
運
動
を
展
開
し
ま
し
ょ
う
。
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を
集
め
積
極
的
に
陳
情
を
行
い
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
尾
道
は
通
過
と
い
う

現
実
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

』

F

尾
道
市
の
関
係
者
か
ら
新
幹
線
の

話
を
聞
く
視
察
団
一
行

幹
線
か
止
ま
ら
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
る

か
」
を
十
分
調
査
す
る
こ
と
が
先
決
問

題
で
ず
。
駅
誘
致
運
動
は
、
新
幹
線
は

尾
道
を
は
ず
し
て
走
る
こ
と
は
な
い
も

ら
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
市
民
は
挙
げ

て
市
行
政
を
非
難
し
ま
し
た
。

駅
誘
致
運
動
は
、
全
地
域
住
民
が
熱

意
を
も
っ
て
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て

と
ら
え
、
新
幹
線
が
止
ま
ら
な
い
時
に

受
け
る
デ
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
認
識
し

市
民
が
全
力
を
挙
げ
て
駅
誘
致
を
行
う

以
外
に
方
法
は
な
い
と
、
尾
道
市
の
関

係
者
の
皆
き
ん
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し

た。
こ
の
視
察
の
状
況
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
新
幹
線
が
通
っ
て
も
駅
が
な
か

っ
た
ら
、
こ
の
街
は
、
上
田
市
は
ど
う

な
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
私
た
ち
住
民

一
人
一
人
が
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
で
し
ょ
う
。

の
と
甘
い
考
、
え
で
い
た
と
こ
ろ
、
実
施

計
画
が
発
表
に
な
っ
て
、
尾
道
に
止
ま

え

政
治
、
経
済
、
文
化
向
上
な
ど
の
あ

ら
ゆ
る
面
に
上
小
地
方
の
中
枢
都
市

と
し
て
、
今
後
の
発
展
は
、
期
し
て

と
思
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
き
ん

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

八
月
九
日
、
十
日
の
両
日
、
自
治

会
連
合
会
と
し
て
、
山
陽
新
幹
線
三

原
市
と
尾
道
市
を
視
察
し
て
感
じ
た

こ
ど
は
、
尾
道
市
の
例
に
み
る
よ
う

な
問
題
で
あ
る
と
認
識
を
新
た
に
い

た
し
ま
し
た
。

北
陸
新
幹
線
に
お
け
る
「
上
田
駅

設
置
」
は
、
是
非
と
も
必
要
で
あ
り

待
つ
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。
自
治

会
連
合
会
は
、
他
の
団
体
と
も
協
力

し
て
、
上
田
駅
誘
致
運
動
を
全
市
的

な
運
動
と
し
て
進
め
て
ま
い
り
た
い

山
陽
新
幹
線
を
視
察
し
て

市
自
治
会
連
合
会
長

田

今
朝
則

さん

塚

に、

上
田
市
も
新
幹
線
の
通
過
地
と

な
っ
た
場
合
を
考
え
る
と
き
、
市
の

運
命
と
私
共
後
世
に
か
か
わ
る
重
大

つ広報

恩給法、援護法の一部が改正され支給の範囲が広まる
とともに、手続きすることによって資格が得られるもの

もありますので、次に該当する方は、早目に手続き して
くだ‘き L、。

〈恩給関係〉

じ〉妻が受けている普通扶助料の年額が加算されま した。

①子供のいる寡婦、子の人数によって、年 3万 6千円か
6万円。
②子供のいない60歳以上の寡婦年 2万 4千円。
手続きに必要なものー印鑑、普通扶助料証書、戸籍謄本

1>傷病者遺族特別年金の支給

傷病年金、特例傷病恩給(ー款症以上)を受けていた

方が昭和29年 4月1日以降、恩給受給中に死亡し、そ
の遺族が扶助料などを受けていない場合、年10万円が
支給されます。手続きは、直接恩給局へ。

1>傷病年金の支給条件の緩和

昭和16年12月8日以前、公務により病気や傷を受けた
方て¥当時支給条件に該当しなかった方も、現在、款

症程度の障害がある方は対象になります。

1>軍人の在職期間に指定される外国特殊機関

旧満州農産物検査所の職員は、箪人の在職期間に通算

されます。

じ〉女子公務員の夫に対する扶助料支給条件の緩和

夫が廃疾などにより生活費が得られない場合に支給さ

れていましたが、 60歳以上の夫には支給きれます。
〈援護関係〉

1>障害年金受給者が受給中に病死した場合、その遺族に

年10万円の障害者遺族特例年金が支給きれます。
じ〉夫が受ける遺族年金の支給条件の緩和

夫が廃疾などにより生活費が得られない場合のみ遺族

年金等が支給きれていましたが、 60歳以上の夫に対し
て、この条件が撤廃されました。

1>遺族一時金支給条件の緩和

公務傷病にかかり、退職後の併発病により死亡した時

の一時金の支給対象となっていた期間が延長されまし

fこ。

一般の病気の場合 6年
厚生大臣指定病め場合 12年

じ〉昭和21年 2月 1日以降昭和27年 4月29日までに再婚を
解消した委に遺族年金が支給されていましたが、昭和

28年 7月31日以前に再婚を解消した方にも支給きれま
す。
〈手続き、お問合せ〉

福祉事務所社会謀社会係(宮@4100内線 378有線②
0801) 

支給範囲が広がりました

援護法が改正

請求を忘れずに

ー (3)一一昭和51年 9月 1日

思系合3去

い
ま
す
。

ま
た
、
上
田
市
め
皆
さ
ん
も
「
新
幹

線
内
駅
が
ほ
し
い
と
い
う
よ
り
も
、
新

; 自動車に乗る時シー トベルト;

) オートパイに乗る時ヘルメット!

; を必ず着用しよう j 

自動車、オートパイに乗車中、交通事故に i
iあった時、シートベルト、ヘルメ ットを活用!
‘していた人は被害が軽くすんでいます。!

iv交通事故から身を守るため乗車の時は必ず j
iシートベルト、ヘルメ ットを着用しましょっ。i

: 身近に役立つ県民手帳 : 
=予約募集中=

! 毎年、皆さんに親しまれ、ご愛用いただいている、県民!
:手帳52年度版の予約受付を始めました。 日常生活や仕事の i
iうえでお役に立つような内容で使いやすく工夫されていま j
:すJお忙しい毎日をより計画的に、より豊かにすごしてい j
iた注くよう、ぜひご愛用くださし、。予約締切りは10月15日 i
1配布は12月上旬、価格は一冊 250円です。 l
; <申込先き・お問合せ> .- ~ 
;市役所企画財政部企画課統計係(ft@4100内線 254有線② j
~ 0832) 事業所にお勤めの方は、各事業所でまとめて申込:
iんでいただきます。 i

1.-_._---_._---------------_._-------------------------_____'___・・H ・・---・ー・・・・__.，_..1
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き
れ
い
な
環
境
づ
く
り
に

下
水
道
伸
ば
す

「
全
国
下
水
道
促
進
デ
l
」

九
月
一
召

fごえ一】報
私

た
ち
の
生
活
に
水
は
一
日
も
欠
か

広

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
水

一

は
い
っ
た
ん
使
用
さ
れ
る
と
汚
水
と
し

一

て
排
出
さ
れ
、
河
川
の
水
質
汚
濁
の
原

町
切
因
と
な
り
ま
す
。

織
こ
の
汚
水
を
集
め
て
科
学
的
に
処
理

溢
し
、
き
れ
い
な
美
し
い
環
境
の
な
か
で

駒
山
生
活
を
営
む
た
め
、
下
水
道
の
整
備
促

一

進
と
家
庭
の
水
洗
化
の
普
及
を
図
る
た

一

め
、
九
月
十
日
「
全
国
下
水
道
促
進
デ

一

l
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

号Fhu
 

のノ
u

ヴ

t
銭
w

産
業
道
路
、
矢
出
沢
川
ま
で

対
象
地
区
を
拡
張

市
も
、
下
水
道
の
普
及
を
図
る
た
め

第
戸
次
計
画
を
見
直
し
、
処
理
区
域
を

事726号ー

十

東
部
地
区
は
産
業
道
路
ま
で
、
西
部
地

区
は
矢
出
沢
川
ま
で
拡
張
し
、
面
積
四

一
五

・
九

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
処
理
人
口
二

万
一
千
人
と
す
る
第
二
次
計
画
を
た
て

普
及
率
二
O
%
に
し
よ
う
と
計
画
を
変

更
、
き
び
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
整
備
促
進
を
図
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
(
下
図
参
照
)

新
区
域
の
方
は

自
治
会
単
位
に

積
立
組
合
を
設
立
し
よ
う

あ
ら
た
に
処
理
区
域
に
編
入
さ
れ
た

東
部
と
西
部
地
区
の
皆
さ
ん
は
、
受
益

者
負
担
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
各
家
庭
の
水
洗
化
工
事
を
容

易
に
す
る
た
め
、
そ
の
資
金
を
毎
月
積

立
て
て
い
た
だ
く
「
積
立
組
合
」
を
各

自
治
会
ご
と
に
設
立
し
て
い
た
だ
く
よ

う
、
自
治
会
を
と
お
し
て
お
願
い
し
ま

す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ト
イ
レ
は
供
用
開
始
が

三
年
以
内
に
水
洗
化
の
義
務

使
用
可
能
地
域
内
で
、
ま
だ
、
千
百

世
帯
の
皆
さ
ん
が
水
洗
化
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
、
一

日
も
早
く
水
洗
化
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め

し
ま
す
。

下
水
道
は
、
使
用
が
可
能
に
な
る
と

供
用
開
始
の
告
示
を
し
、
告
示
の
日
か

ら
六
か
月
以
内
に
、
勝
手
、
風
呂
場
、

洗
面
所
、
洗
濯
場
な
ど
の
雑
排
水
を
下

水
道
へ
排
水
し
て
い
た
だ
き
、
ト
イ
レ

は
、
三
年
以
内
に
水
洗
化
す
る
こ
と
に

下
水
道
法
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
、
早
目
に
計
画
を
立
て
水
洗

化
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

水
洗
化
工
事
は
指
定
底
へ

水
洗
化
工
事
な
ど
の
儀
許
、
見
積
は

市
の
下
水
道
工
事
庖
へ
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

依
頼
さ
れ
た
指
定
庖
は
設
計
書
な
ど

を
市
へ
提
出
、
市
が
審
査
し
持
可
し
ま

す
。
工
事
が
終
る
と
市
か
検
査
し
、
使

用
開
始
と
な
り
ま
す
。

い
ま
す
。

こ
の
国
保
の
健
全
運
営
を
図
る
た
め

九
月
か
ら
保
険
税
が
二
八
%
増
収
と
な

安
心
し
て
市
の
指
定
し
た
工
事
庖
へ

お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。

(
下
水
道
の
水

洗
化
工
事
な
ど
は
、
下
水
道
指
定
庖
で

な
い
と
施
工
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
)

〈ご
相
談
・
お
問
合
せ
〉

下
水
道
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
、
お
問
合

せ
は
、
お
気
軽
に
建
設
部
下
水
道
課
普

及
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
(
宮
@
四

一
O
O
内
線
三
五
八
)

着々と進む下水道工事

(
第
四
期
)
か
ら
精
算
課
税
に
よ
る
税

額
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

謀
、
ま
た
は
猛
回
、
川
西
各
支
所
へ
核

捻
当
日
か
前
日
に
、
千
円
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。



市
も
、
下
水
道
の
普
及
を
図
る
た
め

第
戸
次
計
画
を
見
直
し
、
処
理
区
域
を

t-:一一慨盗事援綴号) 第726号、

軽
減
額
を

十
四
万
円
に
引
き
上
げ

お年寄りゃからだの不自由な皆さ

んのために、市民会館入口北側と

事務所前の階段へ手すり を取町つ

けました。(写真は北側の階段)

い

ま
A
F

十

v
。

こ
の
国
保

の
健
全
運
営
を
図
る
た
め

九
月
か
ら
保
険
税
が
二
八
%
増
収
と
な

る
よ
う
税
率
を
改
正
し
ま
し
た
。

各
ご
家
庭
に
も
、
か
な
り
の
ご
負
担

を
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
困

難
な
国
保
財
政
を
深
く
ご
理
解
い
た
だ

き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
(
左
図

参
照
)

品賞。もせ

え

苦
し
い
国
保
会
計

税
率
改
正
に
ご
理
解
を

大 四
国 0 ・ヨi?し 万軽
民 ・浮早ま 円減
健 。沼し に額
康 ??i?議長た引加保…{l!:f) 。き算
l盟諸守 且.::=.I:，;，:，'c.コ勺 1-- ~、 ミ

説民¥B.ま J子一、
は f健烹百; 軽十

九歳第 努号
与 f呆諜 竪両
副懲税i FZ 
税 e川ー 拡十

つ広報

病
院
や
医
院
な
ど
に
か
か

っ
た
と
き

医
療
費
の
三
O
%
は
一
部
負
担
金
と
し

て
そ
の
人
が
窓
口
で
支
払
い
、
残
り
の

七
O
%
は
保
険
者

(市
の
国
保
会
計
)

が
負
担
し
ま
す
。
保
険
者
が
負
担
し
て

い
る
七
O
%
は
、
固
か
ら
の
支
出
金
と

保
険
税
に
よ

っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま

す
。医

療
費
は
、
自
然
に
増
え
て
行
く
自

然
増
と
、
医
療
費
の
引
き
上
げ
に
よ

っ

て
年
ご
と
に
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
制
度
と
し
て
発
足
し
た
、
老
人
医

療
の
無
料
化
と
高
額
療
養
費
の
支
給
の

増
嵩
が
国
保
財
政
を
圧
迫
。
ま
た
、
最

近
の
経
済
情
勢
に
よ
り
、
保
険
税
の
課

税
の
基
礎
と
な
る
所
得
の
伸
び
が
期
待

で
き
な
い
、

四
月
か
ら
医
療
費
が
九
%

総務費69，018千円
(3%) 

保健施設費39，997千円
(2% 

その他3，001千円(1%) 

引
き
上
げ
ら
れ
た
な
ど
、
国
保
会
計
は

極
め
て
む
ず
か
し
い
状
況
に
お
か
れ
て

国保特別会計予算状況

(税率改正後)

ー (5ト一一昭和51年 9月1日

(
第
四
期
)
か
ら
精
算
課
税
に
よ
る
税

額
を
納
め
て
い

た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま

す
。今
年
も
保
険
税
率
を
改
正
し
ま
し
た

の
で
、

九
月
納
期
の
保
険
税
か
ら
引
き

上
げ
分
が
加
わ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

〈新
し

い
税
率
〔
(
)
内
は
改
正
前
〕
〉

所
得
割
H
H
百
分
の
六
・
三

(
百
分
の

四
・
八
)

資
産
割

1
百
分
の
三
二
(す
、ぇ
置
き
)

均
等
割

l
三
千
五
百
円

(
二
千
九
百

円
)

平
均
割

l
四
千
百
円
(
三
千
八
百
円
)

保
険
税
の
税
額
が
、
十
五
万
円
を
こ

え
る
場
合
の
限
度
額
は
十
五
万
円
(
十

二
万
円
)

〈
納
税
通
知
書
の
送
付
〉

近
日
中
に
国
保
協
力
会
な
ど
を
通
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
お
届
け
し
ま

す
。〈お

問
合
せ
〉

民
生
部
国
保
年
金
課
国
民
健
康
保
険

係

(
宮
⑫
四

一
O
O
内
線
二
八
二
有
線

②
O
七

一一

)

市
は
、
子
宮
ガ
ン
の
発
見
を
目
的
に

毎
月
第
二
金
曜
日
を
「
婦
人
検
診
日
」

と
し
て
、
市
内
の
産
婦
人
科
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
九
月
の
婦
人
検
診
日
は
、

十
日
幽
で
す
。

希
望
者
は
、
市
役
所
一
階
保
健
予
防

〈加院正一割 をも族 別 件 つ 合保易 ~:?~<:{::~:~!:!: 一 午 午 〈し診~
上 お 入しき年合ま全の保養をて、険保無 サ ー 人人 日 科後新竹前担 込当
田 問 者たれ六をた廃を険老大い約者険~...b.. 匂 科科 ・ 、・美内・当 ん 日ま
郵 合 の時まか一、し除、保幅ま束がは査 。 、高長三産産国医 でかた
使 せ 利なし月年個まく終険にしの病、で j華s!iiii!i:也 豊橋岡浦婦婦 立 院 〈前 i;t

空〉TZセ重量点て戸高三若手毎号変突 健 機 星露震事会会書〉ZH
E 図条こ前前定 従険資し、金ど後で ー局尚 婦人人人

ぎ ;会福言言震 去五産主背自E雇Z!簡 'JfiJ:!!!! 会科門科 壁院 。叫
四 し改 、がが険 削身を老 一 減 く 期郵 -易 ¥了図 見 、三 市 産上 を各

交 え苦手金事同 空22EZ与を同震 f呆 容: 芝E量 買里 T5 
れ で にに 支 払 み~ら 支たにの 険 ヨ花 産 産 婦 科 産 てへ
、入改 、払 い の 家 特条払場被簡 ・ 婦婦 人 、院 $検
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加
入
し
て
い
ま
す
か

曲
辰
堂
木
ヰ
台
盆
l
会
単
一
判
刷
昨
反

農
業
者
年
金
制
度
が
で
き
て
か
ら
す

で
に
五
年
が
経
過
、
今
年
か
ら
加
入
者

の
中
で

「
経
営
移
譲
年
金
」

の
給
付
を

受
け
る
方
が
次
々
に
出
て
い
ま
す
。
た

と
へ
経
営
移
譲
年
金
の
受
給
が
で
き
な

く
て
も
、
満
六
十
五
歳
か
ら
は
、
農
業

者
老
齢
年
金
と
国
民
年
金
付
加
年
金
が

国
民
年
金
と
と
も
に
給
付
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
国
会
で
、
農
業
者
年
金
制
度
の

改
正
法
案
が
成
立
し
、
来
年
一
月
か
ら

年
金
額
の
引
き
上
げ
な
ど
制
度
の
充
実

t: えつ傍観劇一一広報指726号

か
図
ら
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
本
人
名
儀
の
所
有
、

ま
た
は
利
用
し
て
い
る
農
地
な
ど
が
、

一
定
の
面
積
以
上
あ

っ
て
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
る
農
業
経
営
者
は
「
当

然
加
入
者
」
と
し
て
必
ず
加
入
す
る
か

ま
た
は
、
「
任
意
加
入
者
」
と
し
て
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
定

の
要
件
を
そ
な
え
て
い
る
農
業
後
継
者

は
「
任
意
加
入
者
」
と
し
て
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

7月分

8月分

9月分

10月分

11月分

12月分

口
u末月

J
O
 

任意加入資格者の加入申出期限

ゴ
キ
ブ
リ
が
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
走

っ
て
い

た
」
な
ど
、
感
じ
た
り
、
見
た
り
し
た

加
入
資
格
が
あ
り
な
が
ら
ま
だ
加
入

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早
く
加
入
し
ま

し
ょ
う
。
比
較
的
高
齢
者
の
場
合
は
、

左
表
に
示
す
と
お
り
加
入
の
手
続
き
が

遅
れ
る
と
、
将
来
年
金
の
給
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

期
日
が
迫

っ
て
い
る
方
は
至
急
加
入
手

続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

〈
お
問
合
せ
〉

農
業
委
員
会
事
務
局
(
宮
@
四
一

O

O
内
線
三
三
七
有
線
②
O
七
六
こ

昭和12年生れ

昭和52年1月末日

11 2 11 

11 3 11 

11 4 11 

11 5 11 

11 6 11 

11 7 11 

11 8 11 

11 9 11 

11 10 11 

11 11 11 

11 12 11 

l月-2月生れ

1月-3月 11

1月-4月 11

4月-5月 11

5月-6月 11

6月-7月 11

7月-8月 11

8月-9月 11

9月-10月/1

10月-11月 11

11月-12月 11
翌年
12月-1月 H

〈
詠
進
要
領
〉

①
自
作
の
歌
で
一
人
一
首
未
発
表
の
も

に
限
る
。

二
十
五
歳
ま
で
の
女
子
を
対
象
に
料
理

教
室

(
十
月
か
ら
三
月
)
の
生
徒
を
募

集
し
ま
す
。
希
望
者
は
、
必
ず
来
館
し

て
申
込
ん
で
く
だ
き
い
。

コ
ー
ス

1
毎
週
月
、
火
、
水
曜
コ

l
ス

時

間

1
午
後
六
時
か
ら
八
時
ま
で

定
員

l

各
コ

l
ス
と
も
二
十
名

会

費

1
千
五
百
円

(
六
か
月
分
)

締
切
り

1
九
月
二
十
日
開
、
た
だ
し
、

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

お
問
合
せ

1
上
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
|

ム
(
宮
@
七
一
一
七
)

第
mm
団
長
野
県
美
術
展
が
、
九
月
十

二
日
の
上
回
会
場
を
皮
切
り
に
十
一
月

七
日
の
長
野
会
場
ま
で
県
内
各
地
で
聞

か
れ
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
鑑
賞

を
お
勧
め
し
ま
す
。

と

き

1
九
月
十
二
日
間
i
十
九
日
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

と
こ
ろ

1
市
民
会
館
、
総
合
展
示
館
(
上

回
公
園
内
)

入
場
料

l
大
人
二
百
五
十
円
(
前
売
二

百
三
十
円
)
、
高
校
・
大
学
生
百
五
十

円
、
小
学
・
中
学
生
五
十
円
。

主
催
・
共
催

l
長
野
県
、
県
教
育
委
員

会
、
信
州
美
術
会
、
上
田
市
、
市
教

育
委
員
会
。

お
問
合
せ

l
上
小
美
術
会
事
務
局

へ
含

ぬ幽
U
Lu
中
u
も
ル

vI
v

京
都
千
代
田
区
千
代
田
-
番
-
号
宮
内

庁

(
干
一

O
O
)

疑
問
の
点
は
、
宮
内
庁
式
典
部
職
あ

一

目

、

動

よ

船

味

を

と

一

一
7

日
動
運
し
造
意
ス
を
一

一

一

、

月

出

ム

ま

の

う

ン

康

一

一
J
い
〉
9
に
リ
し
一
い
ラ
健
一

F
Lぺ
日

が
場
卜
加
3

エ
と
バ
、

。
一

一
ム
一
ロ
げ

事
応
て
参
す
ウ
」
の
し
ず
一

一
リ
羽
月
導
躍
し
勢
ま
ル
る
だ
消
で
一

一
ト
品
川
指
日
に
大
し
ノ
と
ら
解
動
一

↑
で
づ
・
回
に
象
ん
卜
、
を
か
を
運
一

一
な
L
m

日

巡
回
対
さ
一
は
ス
と
足
う
一

一
ん
四
川
ツ
曜
を
皆
タ
と
ン
心
不
い
一

一
み
劃
月
一
日
方

。
ス
動
ラ
り
動
と
一

一
/
刊

9
ポ
の
の
す
に
運
パ
ま
運
う
一

.

E
〈

ス
日
上
ま
時
ム
「
つ

。そ
一

…
効
令
の
口
以
い
日
リ
で

。う
ど
一

一
2

市
月
歳
行
。
ト
語
す
ろ
も
一

…

叩

却

を

う

用

で

と

り

一

警
察
で
は
、
九
月
一
日
か
ら
三
十
日

ま
で
「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。
「
病
気
で
家
出
し
た
」

「
理
由
が
な
い
の
に
家
出
し
た
」
「
長
い

間
消
息
が
わ
か
ら
な
い
」
「
自
殺
の
お
そ

れ
が
あ
る
」
な
ど
で
ご
心
配
の
皆
さ
ん

は
次
の
所

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
九
月
九
日
同
午
前
九
時
l
午
後
四
時

上
田
警
察
署
駅
前
警
察
官
派
出
所

(
宮
@
八
六
一
三
)

マ
九
月
一
日
l
三
十
日
午
前
九
時
i
午

後
四
時
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
正
午

ま
で
、
日
曜
日
と
祝
日
、
二
目
、
三

日
、
七
日
、
九
日
は
除
く
)

警
察
本
部
鑑
識
課
へ
県
斤
九
階
h
u

R
量
担
可
白山
u

h

こ
、
乳
、
ホ
門
軸
晶
司
、、
E
、J
、へ
と、
、

ぱ
六
十
本
、

園

へ。
マ
関
谷

勝
様
(
仁
古
田
)、

水
彩
画
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~

~

~

~

~

~

~

~

~
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月

月

月

月

月

月

月

月

丹

羽

市

問

1

L

4

4

q

U

4

崎

氏

d

c

U

7

e

O

O

Q

d

h

u

-

A

可

i

皐
ヲ

惜
照一

ヒ
ル
の
中
に
勤
務
し
た
り
、
住
ん
で

一

い
る
人
は
、
冷
房
病
や
暖
房
病
、
消
化

一

器
系
疾
患
、
呼
吸
器
系
感
染
症
な
ど
健

一

康
障
害
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

斜
こ
れ
ら
の
障
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

問
削
ビ
ル
の
中
の
環
境
を
良
く
す
る
こ
と
を

措
定
め
た
「
ビ
ル
衛
生
管
理
法
」
と
い
っ

細
川
淵
法
律
に
よ
り
管
理
基
準
が
定
め
ら
れ
て

一

い
ま
す
。

一

ビ
ル
の
中
に
入

っ
た
ら
、
「
頭
痛
が
し

打

た
」
「
む

っ
と
し
て
熱
い
」
「
空
気
が
汚
な

い
感
じ
が
し
た
」
「
水
道
の
水
が
生
ぬ
る

く
色
の
つ

い
た
水
が
出
た
」
「
ね
ず
み
や

:;-; 

~~ 
き
れ
い
な
ピ
ル
に
し
よ
う

ピ
ル
も
法
一
律
で
管
理

えつ広報

市民の体力づくりに

スポーツ巡回指導車

一(7)一一昭和51年9月1日

ゴ
キ
ブ
リ
か
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
走
っ
て
い

た
」
な
ど
、
感
じ
た
り
、
見
た
り
し
た

ら
、
上
回
保
健
所
(
合
@
一
二
六

O
)

か
川県
環
境
水
道
課
(
長
野
宮
②

O
一一

こ
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た、

ビ
ル
衛
生
管
理
の
正
し
い
方
法
に
つ
い

て
の
指
導
も
上
田
保
健
所
が
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

五
十
二
年
歌
会
始
の
お
題
は
「
海
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
(
歌
匂
に
は
、
海

の
語
意
の
あ
る
他
の
言
葉
を
用
い
て
も

そ
れ
ら
の
語
句
が
な
く
て
も
海
の
情
景

が
詠
み
込
ん
で
あ
れ
ば
よ
い
)

市民の体力づく りに役立ててくださいと、東京

海上火災保険鮒様から「スポーツ巡回指導率」を

ご寄付いただきました。

市では、スポーツ施設が整わない地域や各種の

スポーツ教室、中高年齢者の体力づくりなどに利

用 して行きます。

このスポーツ車の

名は「みずだま号」

て¥握力、背筋力測

定器やマッ ト、 16ミ

リ映写機やポータブ

ル VTRなど30数種

類の体育器具をつみ

希望があれば公民館

一般事業所などへ も

巡回して体育課職員

が指導するなど、そ

の機動力が期待され

ます。

〈
一
詠
進
要

領
〉

①
自
作
の
歌
で
一
人
一
首
未
発
表
の
も

の
に
限
る
。

②
用
紙
は
半
紙
、
毛
筆
で
白
書
の
こ
と

(病
気、

身
体
障
害
者
な
ど
自
書
で

で
き
な
い
時
は
、

代
筆
で
も
よ
い
が

そ
の
理
由
を
書
い
た
別
紙
を
添
、
え
る

こ
と
)

③
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し
、

聞
い
て
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左
半

面
に
住
所
、
氏
名
(
本
名
、
ふ
り
が

な
っ
き
)
生
年
月
日
お
よ
び
職
業

(
な
る
べ
く
具
体
的
に

)
記
入
。

〈詠
進
の
期
間
・
あ
て
先
・
お
閉
会
せ
〉

十
月
十
二
日

ωま
で

(十
二
日
の
消

印
の
あ
る
も
の
有
効
)

封
筒
に

「
詠
進
歌
」
と
記
入
し
、
東

昨
年
か
ら
配
布
を
始
め
た
、
納
税
袋

(
写
真
)
を
、
今
年
は
、

北
部
、
西
部
、

城
下
、
塩
尻
地
区
三
十
三
自
治
会
の
全

戸
に
自
治
会
長
さ
ん
を
と
お
し
て
配
布

し
ま
し
た
。
茶
の
間
な
ど
に
飾
っ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

育
委
員
会
。

お
問
合
せ
H
H
上
小
美
術
会
事
務
局
(
宮

@
七
七
九
五
)

…
円
川
町
巴
d

L

H

リ

ソ

/

門

h

a

a

v

・

4宥

一

叶

伝

一

幻

…
ロ
発
機
宇
…

一
シ
大
切
を
~

一
一
切
れ
川
口

阪
市
い
い

寄

付

お

礼

、，""

」ー

マ
滝
沢
忠
治
様
(
上
沢
)
、
保
育
園
の

庭
へ
小
型
タ
ン
プ
二
台
分
の
砂
、
神
川

第
一
保
育
園
へ
。

マ
雨
宮
千
晴
様
(
大
屋
)
、
家
庭
用
冷

蔵
庫
一
台
、
神
川
第
一
保
育
園
へ
。

マ
と
き
わ
保
育
園
保
護
者
会
様
、
天
井

扇
風
機
三
台
、
と
き
わ
保
育
園
へ

マ
山
岸
健
志
様
(
緑
か
丘
三
)
、
石
油

ス
ト
ー
ブ
一
台
、
と
き
わ
保
育
園
へ
。

マ
白
銀
保
育
園
保
護
者
会
様
、

日
光
ひ

目
、
七
日
、
九
日
は
除
く
)

警
察
本
部
鑑
識
課
(
県
斤
九
階
官

長
野
@
」
二
五
~
内
線
こ
ミ
六
ミ
v

ぱ
六
十
本
、
つ
ぱ
き
J

本
、
白
録
保
育

園
へ
。
マ
関
谷
勝
様
(
仁
古
田
)
、
水
彩
画

一
削
、
白
銀
保
育
園
へ

マ
久
保
田
せ
き
様
(
踏
入
二
)
、
屯
気
冷

蔵
庫
一
台
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

マ
神
川
第
二
保
育
園
保
護
者
会
様
、
サ

ン
タ
ク

ロ
ー

ス
衣
装
一
式
、
掛
時
計
一

台
、
プ
レ
ヤ

l
二
台
、
神
川
第
二
保
育

園
へ
。

マ
山
浦
五
郎
助
様
(
国
分
)
池
沼
二
九

肘
、
防
火
用
貯
水
池
と
し
て
。

マ
ま
つ
ば
や
第
一
模
型
様
、
こ
い
の
ぼ

り
一
式
、

川
辺
保
育
園
へ
。

マ
川
辺
保
育
園
保
護
者
会
様
、
扇
風
機

二
台
、
戸
だ
な
一
台
、
川
辺
保
育
園

へ

マ
須
藤
う
め
(
亘
)
様
(
長
門
町
)、

児
童
用
図
書
二
十
万
円
分
、
西
小
学
校

ヘ

マ
清
水
書
庖
様
、
図
書
館
用
書
架
一
式

西
小
学
校
へ
。

マ
花
王
石
け
ん
様
、
カ
ト
リ

l
ヌ
B
セ

ッ
ト
十
箱
入
二
個
、
洗
剤
十
箱
入
三
個
、

社
会
福
祉
施
設

へ。

マ
町
田
尚
久
様
(
横
浜
市
て
宅
地
十
坪

房
山
獅
子
保
存
庫
建
設
用
地
と
し
て
。

マ
浦
里
保
育
園
保
護
者
会
様
、
書
だ
な

一
台
、
浦
里
保
育
園
へ
。

マ
岡
田
き
ち
様
(
芳
田
)
、
雑
き
ん
五

十
枚
、
市
役
所
へ
。

マ
北
保
育
園
保
護
者
会
様
、
ラ
ジ
オ
付

ア
ン
プ
一
式
、
大
鏡
一
台
、
プ
レ
ヤ
|

一
台
、
扇
風
機
一
台
、
北
保
育
園
へ

。

以
上
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
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① 

|同和問題を考える

差別の実態

fごえつ報広日
可
版
印
一
門川使話昭第一

六
川
縫
太
郎
さ
ん

一

佐
々
木
利
起
き
ん

一

中

央
五
(
下
房
山
)
八
一

一

須
藤
正
人
さ

ん

野

竹

六
四

一

中

村

善

太

郎

さ

ん

下

塩

尻

六

五

時

加

藤

子

え

助

さ

ん

上

青
木

六
四

η
L
 
打

六

川
き

ん

さ

ん

大

久

保

七

O

，

三
浦
こ
の
さ
ん

大

屋

七

O

:およJ

臨

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

(七
月
三
十
一

日
現
在
)

大
久
保

の
人
は
、
差
別
用
語
を
も

っ
て
侮
辱

し
た
り
、
身
ぶ
り
で
も

っ
て
屈
辱
を

与
え
た
り
す
る
こ
と
だ
と
考
、
え
る
よ

う
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
差
別
用
語
を
あ
び
せ
た

り
、
身
ぶ
り
で
し
め
す
こ
と
が
、
差

別
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
れ
は
本
質
的
な

差
別
と
は
い

、え
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
い

っ
て
み
れ
ば
、
本
質
か
ら
生
ま
れ
出

て
き
た
枝
葉
の
問
題
と
い
え
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
す
ぐ
消
、
え
て
し
ま

う
、
あ
る
日
あ
る
と
き
の
発
言
よ
り

も
、
そ
れ
を
生
み
出
す
と
こ
ろ
の
核

心
|
|
本
質
を
解
決
し
な
け
れ
ば
、

七
五

田
中
き
ん
さ
ん中
央
二

(
海
野
町
)
九
二

古
畑
和
美

き

ん

桜

台

O

山
崎
き
よ
さ
ん
中
央
三
(
原
町
)
七
七

種
山
す
い
の
さ
ん踏
入
二
(
踏
入
)
七
九

中
沢

栄

吉

き

ん

秋

‘
和

七
九

西
沢
よ
し
志
さ
ん

中
之

条

八

一

柳
沢

重

春

さ

ん

諏

訪

形

三

三

小
山
よ
し
は
さ
ん
常
田
二

(北
常
田
)
六

O

石
井
喜
万
太
郎
き

ん

上

半

過

九
七

柳
沢

健

太

郎

さ

ん

下

堀

八

一

石
黒
周

一
郎
さ
ん

吉

田

七

二

塩
川
寿
美
さ
ん
天
神
四

(北
天
神
町
)
八
-

差
別
は
根
絶
し
ま
せ
ん
。

そ
の
本
質
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
就
職
差
別
と
い
え
ま
す
。

そ
し
て
農
村
に
あ
っ
て
は
、
農
地
を

持
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
り、

漁
村

に
あ

っ
て
は
、
漁
業
権
か
ら
除
外
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

つ
ま

り
、
憲
法
の
保
障
し
て
い
る
勤
労
の

権
利
が
、
不
完
全
に
し
か
保
障
さ
れ

て
い
な
い
と
こ
ろ
に
、
根
本
原
因
が

あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

近
年
、
高
校
を
卒
業
す
る
青
年
男

女
が
、
奨
学
金
制
度
な
ど
の
行
政
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
ふ
、
え
て
き
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
青
年
男
女
の
前
に

山
浦
ツ
ル
さ
ん

原
オ
テ
イ
さ
ん

今
井
す
み
井
き
ん

吉
江
章
さ
ん

福
田
く
ら
さ
ん常
国
三

(
上
常
田
)
八
九

荻
原
為
継
さ
ん
中
央
五

(新
田
)
七
二

山
浦
昌
雄
さ
ん常
国
二

(北
常
田
)
七

O

中

沢

寅

雄

さ

ん

中

之

条

六

九

小
平

滑

さ

ん

倉

升

八

五

西
川
と

め

よ

き

ん

富

島

七
三

佐
藤
や
す
さ
ん

秋

和

八

七

僑
詰
武
士
さ
ん

御

所

O

橋
詰
広
さ
ん

御

所

O

石
井
わ
た
志
き
ん

下
半
過

九
O

下

堀

中
之
条

諏
訪
形

下
塩
尻

立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
の
は
、
就
職

の
狭
い

門
で
す
。

こ
れ
は
、
あ
る
都
市
で
の
事
件
で

す
が
高
校
を
卒
業
し
た
女
性
が
、
国

家
公
務
員
試
験
を
、
つ
け
た
と

こ
ろ、

第
一
次
試
験
は
パ
ス
し
、
第
二
次
の

人
物
調
査
・
身
元
調
査
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
お
と
さ
れ
る
と
い
う
例
が
あ

り
ま
し
た
。
関
係
団
体
が
運
動
し
、

再
試
験
、
採
用
と
い
う
形
で
解
決
し

ま
し
た
が
、

相
手
が
公
的
機
関
の
場

合
は
ま
だ
し
も
憲
法
の
精
神
や
「
同

対
審
」
答
申
の
精
神
に
よ

っ
て
就
職

差
別
が
い
け
な
い

こ
と
だ
と
は
理
解

で
き
ま
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、
私
企

七
一
六
三
六
九
三
六

山
岸
よ
称
さ
ん

久
保
田
良
容
さ
ん

佐
藤
つ
や
子
さ
ん

宮
島
由
き
い
さ
ん

久
保
村
豊
己
さ
ん

関
も
と
め
き
ん

手
塚
潔
さ
ん

西
川
行
保
さ
ん

高
橋
徹
夫
さ
ん

松
崎
建
さ
ん

林
四
郎
さ
ん

原
田
松
蔵
き
ん

伊
藤
千
太
郎
き
ん

南
波
知
置
さ
ん

角
野
義
夫
さ
ん

峰
村
平
さ
ん

宮
崎
洋
一

さ
ん

岩
清
水

小
井
田

赤

坂

上
本
郷

院

内
石

神
下
本
郷

中

組

中

組
下

組

中

野

手

塚
奈
良
尾

下
之
郷

大

湯

中

組

小

泉

業
に
な
る
と
「
第
三
国
人
と
部
落
出

身
は
お
こ
と
わ
り
」
と
、
は

っ
き
り

指
定
し
て
く
る
と
こ
ろ
す
ら
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
う
企
業
に
は
、
求
人
あ

っ
せ
ん
を
さ
し
と
め
る
な
ど
の
対
抗

策
を
と
っ
て
、
反
省
を
求
め
て
い
ま

す
。ま

た
、
農
村
地
帯
の
部
落
民
は
、

農
地
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

土
地
は
生
産
で
き
る
も
の
で
は
な
い

の
で
す
か
ら
。
し
た
が

っ
て
、
農
民

が
農
耕
に
適
し
な
い
と
捨
て
た
土
地

を
、
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
に
耕
す

と
い
う
、
涙
ぐ
ま
し
い
姿
が
み
ら
れ

ま
す
。

七 八 八 八七五六三八七六八七七七八
O一七二 五七六四九 O 三七二四一九四

6日

木
藤
三
郎
さ
ん

水
沢
逸
子
さ
ん

甲
田
倍
き
ん

中
村
は
な
さ
ん

村
瀬
恵
美
さ
ん

今月の

伝説ところどころ

岡岡
上
室
賀

仁
古
田

中

野

好評の伝説ところどこ ろは、 18

日出午後 6時から上回ケーブルビ

νョン、 20日(月)お昼に市内の三有

線放送て「岩o.の伝説」 を肱送 し

ます。

前9

室で

10時

八七四七
O 七九四一
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